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特色ある PTA
　

八
幡
平
市
の
北
部
に
位
置
す
る
安

代
中
学
校
は
、
昨
年
度
、
田
山
中
学

校
と
統
合
し
、
新
生
安
代
中
学
校
と

な
り
、
学
区
も
安
比
高
原
の
麓
か
ら

秋
田
県
境
ま
で
と
広
域
に
な
り
ま
し

た
。学
校
の
正
面
に
秀
峰「
七
時
雨
山
」

を
仰
ぎ
見
、
学
区
内
に
は
東
流
す
る

安
比
川
と
西
流
す
る
米
代
川
が
貝
梨

峠（
分
水
嶺
）を
挟
ん
で
流
れ
て
お
り
、

子
ど
も
達
は
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、

伸
び
伸
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
数
は
、
保
護
者
と
教

職
員
を
合
わ
せ
て
9３
名
で
、
三
つ
の

専
門
部
「
教
養
部
」「
福
祉
部
」「
保

健
環
境
部
」
が
活
動
の
主
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

教
養
部
は
、
高
校
視
察
研
修
の
企

画
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
の
発
行
・
各
種
研

修
会
へ
の
参
加
。

　

福
祉
部
は
、地
区
懇
談
会
の
開
催
・

生
徒
の
地
区
奉
仕
活
動
へ
の
協
力
・

学
校
林
体
験
学
習
で
の
豚
汁
づ
く
り
。

　

保
健
環
境
部
は
、
運
動
会
で
の
後

方
支
援
・
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
・

学
校
林
体
験
学
習
で
の
下
草
刈
り
の

協
力
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
中
で
も
、
特
徴
的

な
も
の
に
平
成
₁０
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
学
校
林
（
名
称
：
ふ
れ
あ
い

の
森
）
を
活
用
し
た
森
林
体
験
学
習

へ
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
月
３₁
日
に
学
校
林

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」（
約
6
・
２
㌶
）

の
下
草
刈
り
を
総
勢
₅０
名
を
超
え
る

保
護
者
会
員
の
協
力
の
下
に
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
保
健

環
境
部
が
主
体
と
な
っ
て
、
約
３０
台

の
草
刈
り
機
械
で
下
草
刈
り
を
行
い
、

お
昼
に
は
、
福
祉
部
員
が
大
鍋
で
調

理
し
た
約
１
５
０
人
分
の
豚
汁
を
き

れ
い
に
刈
っ
た
ば
か
り
の
学
校
林
で

子
ど
も
達
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
達
の
明
る
い
未
来

を
縁
の
下
で
支
え
る
組
織
と
し
て
、

会
員
み
ん
な
で
「
一
致
団
結
」
し
、

新
生
安
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�

（
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長　

宮
野 

俊
一
）

　

姉
体
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、「
子
ど

も
た
ち
に
笑
顔
を
」
を
合
い
言
葉
に

会
員
１
６
７
名
（
内
教
職
員
₁4
名
）

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
４
つ

の
専
門
部
（
教
養
部
・
施
設
部
・
厚

生
部
・
校
外
生
活
部
）
が
あ
り
、
年

度
当
初
に
開
か
れ
る
各
専
門
部
会
で

企
画
立
案
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ど
の
専
門
部
で
も
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
を
第
一
に
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
各
専
門
部

の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

　

教
養
部
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か

せ
が
あ
る
日
は
、
業
間
時
間
に
子
ど

も
た
ち
が
図
書
室
に
集
ま
り
、
お
母

さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
読
む
絵
本
に
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

　

施
設
部
は
、リ
ユ
ー
ス
活
動
で
す
。

「
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
☆
お
さ
が
り
隊
」

と
命
名
し
、
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
運
動
着
、
使
わ
な
く
な
っ
た
自
転

車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
等
各
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
も
の

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な
方

へ
格
安
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
講
習
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中
の

プ
ー
ル
監
視
活
動
に
備
え
て
、
多
く

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

呼
び
か
け
た
り
、
当
日
の
運
営
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
守
る
大
切
な
活
動
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

校
外
生
活
部
は
、
親
子
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
学
路

の
ご
み
を
拾
っ
た
り
、
地
域
の
遊
び

場
で
あ
る
公
園
や
神
社
の
草
取
り
、

集
会
所
の
掃
除
な
ど
親
子
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
安
全
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
家
庭
、
学
校
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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滝
沢
市
立
滝
沢
小
学
校
P
T
A　

　

本
校
は
、
児
童
数
９
０
０
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
数
６
９
０
名
の
大
規
模
校
で
す
。
写

真
は
、
５
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
恒
例
の
「
収

穫
祭
」
で
す
。
地
域
の
方
に
、
田
ん
ぼ
を

お
借
り
し
、
農
作
業
指
導
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
16
年
連
続

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
特

徴
と
し
て
、「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」
や

「
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
継
承
し
て
き
た
行
事
を
大

事
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
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新
生
安
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ　
﹁
一
致
団
結
﹂

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を

八
幡
平
市
立
安
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

奥
州
市
立
姉
体
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

表
紙
「
写
真
説
明
」


